
(57)【要約】

【課題】上下方向にスペースを確保することなく配置で

き、下部構造と上部構造の相対変位に追従して円滑に変

形できる免震構造物用配管構造を提供すること。

【解決手段】免震構造物用配管構造１２は、下部構造側

配管２２に連結された第１継手３２と、上部構造側配管

２４に連結された第２継手３４と、第１継手３２に連結

された第１管体３６と、第２継手３４に連結された第２

管体３８と、第１管体３６の端部と第２管体３８の端部

とをエルボ４４を介して連結する第３継手４０と、第３

継手４０が載置される台車４２とを有している。第１乃

至第３継手３２、３４、手４０は共に金属製のユニバー

サルジョイントである。建物が動いていない正常時に平

面視すると、第１管体３６と第２管体３８は、ほぼ直交

する方向に延在するように配置されている。台車４２は

、水平方向に移動可動で第３継手４０の上下高さが調節

できるように構成されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
構 造 物 の 下 部 構 造 に 対 し て 上 部 構 造 が 免 震 装 置 を 介 し て 支 持 さ れ 、 前 記 下 部 構 造 に 下 部 構
造 側 配 管 が 配 設 さ れ 、 前 記 上 部 構 造 に 上 部 構 造 側 配 管 が 配 設 さ れ 、 互 い に 水 平 方 向 に 離 れ
た 下 部 構 造 側 配 管 の 端 部 と 上 部 構 造 側 配 管 の 端 部 と を 連 結 す る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 で あ
っ て 、
前 記 下 部 構 造 側 配 管 の 端 部 に 連 結 さ れ た 第 １ 継 手 と 、
前 記 上 部 構 造 側 配 管 の 端 部 に 連 結 さ れ た 第 ２ 継 手 と 、
前 記 第 １ 継 手 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 １ 管 体 と 、
前 記 第 ２ 継 手 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ２ 管 体 と 、
前 記 第 １ 管 体 の 他 端 と 前 記 第 ２ 管 体 の 他 端 と を 連 結 す る 第 ３ 継 手 と 、
前 記 第 ３ 継 手 が 載 置 さ れ る 台 車 と を 有 し 、
前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 継 手 は ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト で 構 成 さ れ 、
前 記 第 １ 管 体 と 第 ２ 管 体 は 、 平 面 視 し た 場 合 に 、 前 記 第 ３ 継 手 を 介 し て 屈 曲 状 に 連 結 さ れ
、
前 記 台 車 は 、 水 平 方 向 に 移 動 可 動 で 前 記 第 ３ 継 手 の 上 下 高 さ が 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ
て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 台 車 は 平 坦 な 板 部 の 上 で 移 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 震 構 造 物 用 配
管 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ３ 継 手 は 、 前 記 台 車 上 に お い て 弾 性 材 を 介 し て 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 継 手 の 少 な く と も 一 つ は 、 伸 縮 機 能 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ３ 継 手 に は 、 接 続 す べ く ２ つ の 管 体 の 軸 心 を ９ ０ 度 屈 曲 さ せ る エ ル ボ が 連 結 さ れ 、
前 記 第 １ 管 体 と 第 ２ 管 体 は そ れ ぞ れ 直 線 状 に 延 在 し 、 平 面 視 し た 場 合 に 、 前 記 第 １ 管 体 と
第 ２ 管 体 は 前 記 第 ３ 継 手 お よ び エ ル ボ を 介 し て そ れ ら の 延 在 方 向 が ほ ぼ 直 交 す る よ う に 配
設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 構 造 物 の 下 部 構 造 に 対 し て 上 部 構 造 が 免 震 装 置 を 介 し て 支 持 さ れ 、 前 記 下 部 構
造 に 配 設 さ れ た 下 部 構 造 側 配 管 と 、 前 記 上 部 構 造 に 配 設 さ れ た 上 部 構 造 側 配 管 と を 連 結 す
る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
構 造 物 の 下 部 構 造 に 対 し て 上 部 構 造 が 免 震 装 置 を 介 し て 支 持 さ れ た 免 震 構 造 物 （ 免 震 建 物
や 免 震 床 を 含 む ） で は 、 地 震 時 な ど に 、 下 部 構 造 と 上 部 構 造 と が 水 平 方 向 に 相 対 的 に 変 位
す る 。
一 方 、 構 造 物 に は 上 下 水 道 や ガ ス な ど の 各 種 設 備 配 管 が 設 け ら れ る が 、 免 震 構 造 物 で は 下
部 構 造 と 上 部 構 造 と が 水 平 方 向 に 相 対 変 位 す る た め 、 下 部 構 造 に 配 設 さ れ た 下 部 構 造 側 配
管 と 、 上 部 構 造 に 配 設 さ れ た 上 部 構 造 側 配 管 と を 、 前 記 相 対 変 位 を 吸 収 で き る 構 造 で 連 結
す る 必 要 が あ る 。
こ の よ う な 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 と し て 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト や エ ル ボ を 用 い て 下 部
構 造 側 配 管 と 上 部 構 造 側 配 管 と を 連 結 し た 構 造 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ２ ６ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 は 、 上 下 方 向 に 延 在 す る 配 管 を 必 要 と し て お り
、 上 下 方 向 に 配 管 ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 場 合 に は 、 採 用 で き な い 。
本 発 明 は 前 記 事 情 に 鑑 み 案 出 さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 下 方 向 に 配 管 ス ペ
ー ス を 確 保 す る こ と な く 配 置 で き 、 下 部 構 造 と 上 部 構 造 の 相 対 変 位 に 追 従 し て 円 滑 に 変 形
で き る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 構 造 物 の 下 部 構 造 に 対 し て 上 部 構 造 が 免 震 装 置 を 介 し
て 支 持 さ れ 、 前 記 下 部 構 造 に 下 部 構 造 側 配 管 が 配 設 さ れ 、 前 記 上 部 構 造 に 上 部 構 造 側 配 管
が 配 設 さ れ 、 互 い に 水 平 方 向 に 離 れ た 下 部 構 造 側 配 管 の 端 部 と 上 部 構 造 側 配 管 の 端 部 と を
連 結 す る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 で あ っ て 、 前 記 下 部 構 造 側 配 管 の 端 部 に 連 結 さ れ た 第 １ 継
手 と 、 前 記 上 部 構 造 側 配 管 の 端 部 に 連 結 さ れ た 第 ２ 継 手 と 、 前 記 第 １ 継 手 に 一 端 が 連 結 さ
れ た 第 １ 管 体 と 、 前 記 第 ２ 継 手 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ２ 管 体 と 、 前 記 第 １ 管 体 の 他 端 と 前
記 第 ２ 管 体 の 他 端 と を 連 結 す る 第 ３ 継 手 と 、 前 記 第 ３ 継 手 が 載 置 さ れ る 台 車 と を 有 し 、 前
記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 継 手 は ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ 管 体 と 第 ２ 管 体
は 、 平 面 視 し た 場 合 に 、 前 記 第 ３ 継 手 を 介 し て 屈 曲 状 に 連 結 さ れ 、 前 記 台 車 は 、 水 平 方 向
に 移 動 可 動 で 前 記 第 ３ 継 手 の 上 下 高 さ が 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
本 発 明 の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 で は 、 下 部 構 造 と 上 部 構 造 と の 相 対 変 位 時 に 、 こ の 相 対 変
位 に 追 従 し て 第 ３ 継 手 は 台 車 に よ り 円 滑 に 迅 速 に 移 動 し 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 が 変 形 す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 か ら 説 明 す る 。
図 １ は 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 配 管 構 造 の 平 面 図 で 、 点 線 は 建 物 と 基 礎 が と が 相 対 的 に 水
平 変 位 し て い な い 状 態 を 示 し 、 実 線 は 相 対 的 に 水 平 変 位 し た 状 態 を 示 し 、 図 ２ （ Ａ ） は 台
車 の 第 １ 実 施 例 の 正 面 図 を 示 し て い る 。
基 礎 （ 下 部 構 造 ） に 対 し て 建 物 （ 構 造 物 ） １ ４ が 免 震 装 置 を 介 し て 水 平 方 向 に 相 対 変 位 可
能 に 支 持 さ れ て い る 。 前 記 基 礎 に 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ が 配 設 さ れ 、 建 物 １ ４ に 上 部 構 造 側
配 管 ２ ４ が 配 設 さ れ 、 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２ ２ Ａ と 上 部 構 造 側 配 管 ２ ４ の 端 部 ２ ４
Ａ と は 水 平 方 向 に 離 れ て い る 。
実 施 の 形 態 に 係 る 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ は 、 こ の よ う な 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２
２ Ａ と 上 部 構 造 側 配 管 ２ ４ の 端 部 ２ ４ Ａ と を 連 結 し て い る 。
配 管 構 造 １ ２ は 、 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２ ２ Ａ に 連 結 さ れ た 第 １ 継 手 ３ ２ と 、 上 部 構
造 側 配 管 ２ ４ の 端 部 ２ ４ Ａ に 連 結 さ れ た 第 ２ 継 手 ３ ４ と 、 第 １ 継 手 ３ ２ に 一 端 が 連 結 さ れ
た 第 １ 管 体 ３ ６ と 、 第 ２ 継 手 ３ ４ に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ２ 管 体 ３ ８ と 、 第 １ 管 体 ３ ６ の 他
端 と 第 ２ 管 体 ３ ８ の 他 端 と を 連 結 す る 第 ３ 継 手 ４ ０ と 、 第 ３ 継 手 ４ ０ が 載 置 さ れ る 台 車 ４
２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 １ 継 手 ３ ２ と 第 ２ 継 手 ３ ４ と 第 ３ 継 手 ４ ０ は 共 に ２ つ の 継 手 部 Ｔ １ 、 Ｔ ２ を 備 え た 金 属
製 の ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト で あ る 。 こ こ で ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト と は 、 ２ つ の 継 手 部
Ｔ １ 、 Ｔ ２ が 相 対 的 に 一 方 の 継 手 部 に 対 し て 何 れ の 方 向 に も 首 振 り で き 、 ま た 、 一 方 の 継
手 部 に 対 し て 該 継 手 部 の 軸 心 を 中 心 に 他 方 の 継 手 が 回 転 で き る よ う に 連 結 さ れ た 継 手 で あ
る 。
さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 継 手 ３ ２ と 第 ２ 継 手 ３ ４ と 第 ３ 継 手 ４ ０ は 共 に 伸 縮 機 能
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を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 ２ つ の 継 手 部 Ｔ １ 、 Ｔ ２ の う ち の 一 方 の 継 手 部 Ｔ ２ は 、 例 え ば
、 ２ つ の 管 体 が 同 軸 上 で 液 密 に あ る い は 気 密 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ る こ と で 構 成 さ れ
て い る 。
こ の よ う な 伸 縮 機 能 を 備 え た ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト は 従 来 公 知 の 市 販 品 で あ り 、 例 え ば
、 ユ ー イ ー ジ ョ イ ン ト 株 式 会 社 の 商 品 名 「 Ｕ ． Ｅ ジ ョ イ ン ト 」 を 用 い る こ と が で き る 。
な お 、 伸 縮 機 能 を 備 え る 継 手 を 用 い る と 、 水 平 変 位 が 大 き く 取 れ 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １
２ の 変 形 範 囲 が 大 き く な る 。 し た が っ て 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の 変 形 範 囲 に 問 題 の
な い 場 合 に は 、 伸 縮 機 能 を 備 え る 継 手 を 用 い る 必 要 は な く 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の
変 形 範 囲 を 大 き く し た い と き に 、 例 え ば 、 第 １ 継 手 ３ ２ と し て 伸 縮 機 能 を 備 え た 継 手 を 用
い 、 さ ら に 変 形 範 囲 を 大 き く し た い と き に は 、 第 １ 継 手 ３ ２ お よ び 第 ２ 継 手 ３ ４ と し て 伸
縮 機 能 を 備 え た 継 手 を 用 い 、 さ ら に 変 形 範 囲 を 大 き く し た い と き に は 、 第 １ 乃 至 第 ３ 継 手
３ ２ 、 ３ ４ ， ４ ０ と し て 伸 縮 機 能 を 備 え た 継 手 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 １ 継 手 ３ ２ の 継 手 部 Ｔ １ に 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２ ２ Ａ が 連 結 さ れ 、 第 １ 継 手 ３ ２
の 継 手 部 Ｔ ２ に 第 １ 管 体 ３ ６ の 一 端 が 連 結 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ 継 手 ３ ４ の 継 手 部 Ｔ ２ に 上 部 構 造 側 配 管 ２ ４ の 端 部 ２ ４ Ａ が 連 結 さ れ 、 第 ２ 継
手 ３ ４ の 継 手 部 Ｔ １ に 第 ２ 管 体 ３ ８ の 一 端 が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ 管 体 ３ ６ と 第 ２ 管 体 ３ ８ は 共 に 金 属 製 で 直 線 状 に 延 在 し て い る 。
そ し て 、 第 ３ 継 手 ４ ０ の 継 手 部 Ｔ １ に 第 １ 管 体 ３ ６ の 他 端 が 連 結 さ れ 、 第 １ 管 体 ３ ６ は 概
ね 水 平 方 向 に 延 在 す る よ う に （ 詳 細 に は 、 水 平 方 向 に 延 在 す る よ う に 、 あ る い は 、 下 水 管
な ど の 場 合 に は 水 平 方 向 に 対 し て あ る 程 度 の 勾 配 を 持 っ て 延 在 す る よ う に ） 配 設 さ れ て い
る 。
ま た 、 第 ３ 継 手 ４ ０ の 継 手 部 Ｔ ２ に 金 属 製 の エ ル ボ ４ ４ の 一 端 が 連 結 さ れ 、 こ の エ ル ボ ４
４ の 他 端 に 第 ２ 管 体 ３ ８ の 他 端 が 連 結 さ れ 、 第 ２ 管 体 ３ ８ は 概 ね 水 平 方 向 に 延 在 す る よ う
に （ 詳 細 に は 、 水 平 方 向 に 延 在 す る よ う に 、 あ る い は 、 下 水 管 な ど の 場 合 に は 水 平 に 対 し
て あ る 程 度 の 勾 配 を 持 っ て 延 在 す る よ う に ） 配 設 さ れ て い る 。
そ し て 、 図 １ に 点 線 で 示 す よ う に 、 建 物 が 動 い て い な い 正 常 時 に 平 面 視 す る と 、 第 １ 管 体
３ ６ と 第 ２ 管 体 ３ ８ と は 、 第 ３ 継 手 ４ ０ と エ ル ボ ４ ４ を 介 し て 、 屈 曲 し た 状 態 で 連 結 す る
よ う に （ 屈 曲 角 度 を 持 っ て ） 配 置 さ れ 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 延 在 す る
よ う に （ 屈 曲 角 度 が ほ ぼ ９ ０ 度 と な る よ う に ） 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 屈 曲 角 度 は ９
０ 度 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
台 車 ４ ２ は 、 水 平 方 向 に 移 動 可 動 で 第 ３ 継 手 ４ ０ の 重 量 を 支 え た 状 態 で 第 ３ 継 手 ４ ０ の 上
下 高 さ が 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 厳 密 に は 、 台 車 ４ ２ は 第 ３ 継 手 ４ ０ の
重 量 の み ば か り で は な く 、 エ ル ボ ４ ４ や 第 １ 管 体 ３ ６ 、 第 ２ 管 体 ３ ８ な ど の 重 量 の 一 部 も
支 え 、 ひ い て は 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の 重 量 を 支 え て い る 。
台 車 ４ ２ は 、 第 ３ 継 手 ４ ０ が 載 置 さ れ 固 定 さ れ る 載 置 板 ４ ２ ０ ２ と 、 載 置 板 ４ ２ ０ ２ を 上
下 高 さ を 調 節 可 能 に 支 持 す る 中 間 板 ４ ２ ０ ４ と 、 中 間 板 ４ ２ ０ ４ を 衝 撃 吸 収 可 能 に 支 持 す
る 基 板 ４ ２ ０ ６ と 、 基 板 ４ ２ ０ ６ に 設 け ら れ た 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ と を 備 え て い る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 基 板 ４ ２ ０ ６ の 四 隅 に そ れ ぞ れ ロ ッ ド ４ ２ １ ０ が 立 設 固 定 さ れ て お り
、 こ の ロ ッ ド ４ ２ １ ０ が 中 間 板 ４ ２ ０ ４ 、 載 置 版 ４ ２ ０ ２ の 四 隅 に 上 下 に ス ラ イ ド 可 能 に
挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 基 板 ４ ２ ０ ６ と 中 間 板 ４ ２ ０ ４ に お け る 各 ロ ッ ド ４ ２ １ ０ 部 分 に 、 そ れ ぞ れ ４ 枚
の 皿 ば ね ４ ２ １ ２ （ 弾 性 材 ） が 配 設 さ れ 、 基 板 ４ ２ ０ ６ 上 に お い て 中 間 板 ４ ２ ０ ４ を 上 下
に 移 動 可 能 に か つ 弾 性 的 に 支 持 す る よ う に し て い る 。 な お 、 基 板 ４ ２ ０ ６ の 下 方 に 突 出 す
る ロ ッ ド ４ ２ １ ０ 部 分 の 雄 ね じ に 、 ロ ッ ド ４ ２ １ ０ が 上 方 へ 外 れ て し ま う こ と を 防 止 す る
た め の ナ ッ ト ４ ２ １ ４ が 螺 合 さ れ て い る 。 ま た 、 中 間 板 ４ ２ ０ ４ の 上 面 に お け る 各 ロ ッ ド
４ ２ １ ０ の 雄 ね じ に ナ ッ ト ４ ２ １ ６ が 螺 合 さ れ 、 ナ ッ ト ４ ２ １ ６ の 下 面 が 中 間 板 ４ ２ ０ ４
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の 上 面 に 当 た る こ と で 中 間 板 ４ ２ ０ ４ に 対 す る ロ ッ ド ４ ２ １ ０ の 上 下 高 さ が 決 定 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
さ ら に 、 載 置 板 ４ ２ ０ ２ の 上 面 お よ び 下 面 に お け る 各 ロ ッ ド ４ ２ １ ０ の 雄 ね じ に そ れ ぞ れ
ナ ッ ト ４ ２ １ ８ が 螺 合 さ れ 、 こ れ ら ナ ッ ト ４ ２ １ ８ の 締 め 付 け に よ り ロ ッ ド ４ ２ １ ０ に 対
す る 載 置 板 ４ ２ ０ ２ の 上 下 高 さ が 決 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ は 、 基 板 ４ ２ ０ ６ の 下 面 に 取 着 さ れ た ケ ー ス ４ ２ ０ ８ Ａ と 、 ケ ー ス ４ ２
０ ８ Ａ に 回 転 可 能 に 装 入 さ れ た 剛 球 ４ ２ ０ ８ Ｂ と で 構 成 さ れ 、 基 礎 の 上 に 設 置 さ れ た ス テ
ン レ ス な ど の 薄 い 平 坦 な 金 属 板 か ら な る 板 部 ４ ２ ０ ８ Ｃ の 上 に 配 設 さ れ て い る 。
板 部 ４ ２ ０ ８ Ｃ は 、 台 車 ４ ２ の 移 動 が 円 滑 に な さ れ る よ う に 設 け ら れ た も の で あ り 、 移 動
手 段 ４ ２ ０ ８ の 構 成 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 製 の も の や 、 あ る い は 合 成 樹 脂 製 、 木 製 の も の
を 用 い る こ と が で き 、 台 車 ４ ２ が 配 置 さ れ る 箇 所 が 平 坦 な 場 所 で あ る 場 合 に は 板 部 ４ ２ ０
８ Ｃ は 省 略 さ れ る 。
図 １ の 想 像 線 （ イ ） は 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の 変 形 に 伴 う 第 ３ 継 手 ４ ０ の 移 動 範 囲
、 即 ち 台 車 ４ ２ の 移 動 範 囲 を 示 し て お り 、 板 部 ４ ２ ０ ８ Ｃ は こ の 移 動 範 囲 に 対 応 し た 大 き
さ 、 形 状 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
地 震 時 な ど に 、 免 震 装 置 が 働 い て 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 で 水 平 方 向 に お け る 相 対 変 位 が 生
じ る と 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ は 、 図 １ に 点 線 で 示 す 状 態 か ら 実 線 で 示 す 状 態 に 変 化
す る 。
こ こ で 、 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２ ２ Ａ を 基 準 と し て （ 下 部 構 造 側 配 管 ２ ２ の 端 部 ２ ２
Ａ が 動 か ず に ） 上 部 構 造 側 配 管 ２ ４ の 端 部 ２ ４ Ａ が 水 平 方 向 に 移 動 し た と 考 え る と 、 第 １
継 手 ３ ２ 部 分 に お い て は 、 継 手 部 Ｔ １ に 対 し て 継 手 部 Ｔ ２ が 揺 動 し 、 ま た 、 継 手 部 Ｔ ２ 自
体 が 伸 張 す る 。 そ し て 、 継 手 部 Ｔ １ に 対 す る 継 手 部 Ｔ ２ の 揺 動 と 継 手 部 Ｔ ２ 自 体 の 伸 張 に
よ り 、 第 １ 管 体 ３ ６ が 第 １ 継 手 ３ ２ の 揺 動 中 心 を 支 点 と し て 揺 動 す る と 共 に 前 記 伸 張 方 向
に 移 動 す る 。
ま た 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 部 分 に お い て は 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 自 体 が 水 平 方 向 に 移 動 し 、 継 手 部 Ｔ ２
に 対 し て 継 手 部 Ｔ １ が 揺 動 し 、 ま た 、 継 手 部 Ｔ ２ 自 体 が 伸 張 す る 。 そ し て 、 第 ２ 継 手 ３ ４
自 体 の 移 動 お よ び 継 手 部 Ｔ ２ に 対 す る 継 手 部 Ｔ １ の 揺 動 な ら び に 継 手 部 Ｔ ２ 自 体 の 伸 張 に
よ り 、 第 ２ 管 体 ３ ８ が 第 ２ 継 手 ３ ４ の 揺 動 中 心 を 支 点 と し て 揺 動 す る と 共 に 前 記 伸 張 方 向
に 移 動 す る 。
こ の よ う な 第 １ 継 手 ３ ２ 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 、 第 １ 管 体 ３ ６ 、 第 ２ 管 体 ３ ８ の 揺 動 や 移 動 に よ
り 、 第 ３ 継 手 ４ ０ 部 分 に お い て は 、 第 ３ 継 手 ４ ０ 自 体 が 水 平 面 内 に お い て 移 動 し 、 ま た 、
エ ル ボ ４ ４ 自 体 が 移 動 す る 。 さ ら に 、 継 手 部 Ｔ １ と 継 手 部 Ｔ ２ と が 相 対 的 に 揺 動 し 、 ま た
、 継 手 部 Ｔ ２ 自 体 が 伸 張 す る 。
そ し て 、 以 上 の よ う に し て 第 １ 管 体 ３ ６ と 第 ２ 管 体 ３ ８ の な す 屈 曲 角 度 が 変 化 し 、 こ の 屈
曲 角 度 の 変 化 に よ り 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 相 対 変 位 が 吸 収 さ れ 、 す な わ ち 、 免 震 構 造 物
用 配 管 構 造 １ ２ が 変 形 す る こ と で 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 相 対 変 位 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
本 実 施 の 形 態 の 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ は 、 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 相 対 変 位 時 に 、 第
３ 継 手 ４ ０ の 移 動 は 台 車 ４ ２ が 移 動 す る こ と で 円 滑 に 迅 速 に な さ れ 、 し た が っ て 、 第 １ 管
体 ３ ６ と 第 ２ 管 体 ３ ８ と が な す 屈 曲 角 度 も 円 滑 に 変 化 し 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ が 円
滑 に 変 形 で き る の で 、 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 大 き な 相 対 変 位 を 、 何 処 に も 無 理 な 力 を 生
じ さ せ る こ と な く 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の 変 形 で 吸 収 で き 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １
２ の 耐 久 性 を 高 め る 上 で 有 利 と な る 。
そ し て 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ は 、 第 １ 継 手 ３ ２ 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 、 第 ３ 継 手 ４ ０ に 加
え 、 概 ね 水 平 方 向 に 延 在 す る 第 １ 管 体 ３ ６ お よ び 第 ２ 管 体 ３ ８ を 含 ん で 構 成 さ れ 、 上 下 方
向 に 延 在 す る 配 管 を 必 要 と し な い の で 、 上 下 方 向 に 配 管 ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 箇 所 に 設
置 す る こ と が 可 能 と な る 。
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本 実 施 の 形 態 で は 、 平 坦 な 板 部 ４ ２ ０ ８ Ｃ を 設 置 し 、 こ の 上 で 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ を 移 動 さ
せ る よ う に し た の で 、 第 ３ 継 手 ４ ０ の 移 動 が よ り 円 滑 に 迅 速 に な さ れ 、 免 震 構 造 物 用 配 管
構 造 １ ２ の 耐 久 性 を 高 め る 上 で よ り 一 層 有 利 と な る 。
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ３ 継 手 ４ ０ を 台 車 ４ ２ 上 に お い て 皿 ば ね ４ ２ １ ２ を 介 し て 弾
性 的 に 支 持 し て い る の で 、 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 相 対 変 位 時 に 生 じ る 衝 撃 を 皿 ば ね ４ ２
１ ２ で 緩 和 で き 、 し た が っ て 、 第 ３ 継 手 ４ ０ へ の 衝 撃 、 ひ い て は 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １
２ 全 体 へ の 衝 撃 を 緩 和 で き 、 継 手 自 体 や 管 体 接 合 部 の 損 傷 を 防 止 す る 上 で 有 利 と な り 、 ま
た 、 接 合 部 の ボ ル ト の 緩 み な ど を 防 止 す る 上 で も 有 利 と な り 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２
の 耐 久 性 を 高 め る 上 で よ り 一 層 有 利 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ を 構 成 す る 部 材 、 部 品 （ 第 １ 継 手 ３ ２ 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 、
第 ３ 継 手 ４ ０ 、 エ ル ボ ４ ４ 、 第 １ 管 体 ３ ６ 、 第 ２ 管 体 ３ ８ ） は 、 台 車 ４ ２ を 除 い て 全 て 市
販 品 を 用 い る こ と が で き る の で 、 安 価 に 組 み 立 て で き て コ ス ト 的 に 有 利 と な り 、 ま た 、 信
頼 性 に も 優 れ る 。
ま た 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ を 構 成 す る 部 材 、 部 品 （ 第 １ 継 手 ３ ２ 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 、
第 ３ 継 手 ４ ０ 、 エ ル ボ ４ ４ 、 第 １ 管 体 ３ ６ 、 第 ２ 管 体 ３ ８ ） を 、 台 車 ４ ２ を 除 い て 全 て 金
属 製 と し た の で 、 ゴ ム 製 の 配 管 構 造 に 比 べ 耐 久 性 に 優 れ 、 し た が っ て 、 高 温 の 液 体 や 高 圧
の 液 体 を 通 す 場 合 に 好 適 と な る 。
ま た 、 下 水 管 な ど の 場 合 に は 、 水 平 方 向 に 対 し て 所 定 の 勾 配 を 持 た せ て 配 管 し な け れ ば な
ら ず 、 現 場 で の 勾 配 調 節 作 業 が 必 要 と な る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 台 車 ４ ２ が 免 震 構 造 物
用 配 管 構 造 １ ２ の 重 量 を 支 え る と 共 に 第 ３ 継 手 ４ ０ の 高 さ 調 節 機 能 を 備 え て お り 、 作 業 員
は 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ の 重 量 を 仮 支 え す る こ と な く 単 な る ナ ッ ト ４ ２ １ ８ の 弛 緩 緊
締 に よ り 中 間 板 ４ ２ ０ ４ に 対 す る 載 置 板 ４ ２ ０ ２ の 高 さ を 調 節 す る こ と で 第 ３ 継 手 ４ ０ の
高 さ が 簡 単 に 調 節 で き る の で 、 現 場 で の 勾 配 調 節 作 業 を 簡 単 に 行 な う こ と が で き る 。
し た が っ て 、 特 に 、 第 １ 管 体 ３ ６ や 第 ２ 管 体 ３ ８ が 太 く て 重 い 場 合 に 、 こ れ ら 第 １ 管 体 ３
６ や 第 ２ 管 体 ３ ８ を 保 持 す る こ と な く 台 車 ４ ２ に 載 置 し た 状 態 で そ の 勾 配 調 節 を 行 な え る
た め 、 現 場 で の 勾 配 調 節 作 業 を 極 め て 効 率 良 く 行 な う 上 で 有 利 と な る 。
ま た 、 伸 縮 機 能 を 備 え た 第 １ 継 手 ３ ２ 、 第 ２ 継 手 ３ ４ 、 第 ３ 継 手 ４ ０ を 用 い た の で 、 免 震
構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ を 大 型 化 す る こ と な く 基 礎 と 建 物 １ ４ と の 間 の 相 対 変 位 に 追 従 し て
免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ が よ り 大 き な 範 囲 で 円 滑 に 変 形 で き 、 し た が っ て 、 免 震 構 造 物
用 配 管 構 造 １ ２ の コ ン パ ク ト 化 を 図 る 上 で 有 利 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 台 車 ４ ２ の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ （ Ｂ ） は 台 車 の 第 ２ 実 施 例 の 正 面 図 を 示 し て い る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 ２
（ Ａ ） の 台 車 ４ ２ と 同 様 な 箇 所 、 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
第 ２ 実 施 例 の 台 車 ４ ２ Ａ で は 、 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ の 構 成 が 図 ２ （ Ａ ） の 台 車 ４ ２ と 異 な っ
て い る 。
す な わ ち 、 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ は 、 基 板 ４ ２ ０ ６ の 下 面 に 取 着 さ れ た キ ャ ス タ ー 輪 ４ ２ ０ ８
Ｄ に よ り 構 成 さ れ 、 こ の キ ャ ス タ ー 輪 ４ ２ ０ ８ Ｄ は 板 部 ４ ２ ０ ８ Ｃ の 上 で 転 動 す る よ う に
配 設 さ れ て い る 。
こ の よ う な 台 車 ４ ２ Ａ を 台 車 ４ ２ に 代 え て 用 い て も 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ で は 前 記
と 同 様 な 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 台 車 ４ ２ の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ （ Ａ ） は 台 車 の 第 ３ 実 施 例 の 正 面 図 を 示 し て い る 。
第 ３ 実 施 例 の 台 車 ４ ２ Ｂ で は 、 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ の 構 成 が 図 ２ （ Ａ ） の 台 車 ４ ２ と 異 な っ
て い る 。
す な わ ち 、 移 動 手 段 ４ ２ ０ ８ は 、 基 板 ４ ２ ０ ６ の 下 面 に 取 着 さ れ た 滑 り 支 承 ４ ２ ０ ８ Ｅ に
よ り 構 成 さ れ 、 こ の 滑 り 支 承 ４ ２ ０ ８ Ｅ は 金 属 あ る い は 合 成 樹 脂 製 で あ り 、 板 部 ４ ２ ０ ８
Ｃ の 上 で 滑 動 す る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
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こ の よ う な 台 車 ４ ２ Ｂ を 台 車 ４ ２ に 代 え て 用 い て も 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ で は 前 記
と 同 様 な 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 台 車 ４ ２ の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ （ Ｂ ） は 台 車 の 第 ４ 実 施 例 の 正 面 図 を 示 し て い る 。
第 ４ 実 施 例 の 台 車 ４ ２ Ｃ で は 、 皿 ば ね ４ ２ １ ２ （ 弾 性 材 ） の 構 成 が 図 ３ （ Ａ ） の 台 車 ４ ２
Ｄ と 異 な っ て い る 。
す な わ ち 、 台 車 ４ ２ Ｃ で は 、 弾 性 材 と し て 皿 ば ね ４ ２ １ ２ の 代 わ り に ゴ ム 板 ４ ２ １ ２ Ａ を
用 い て お り 、 ゴ ム 板 ４ ２ １ ２ Ａ は 、 そ の 下 面 が 基 板 ４ ２ ０ ６ に 取 着 さ れ 、 そ の 上 面 が 中 間
板 ４ ２ ０ ４ に 取 着 さ れ て 配 設 さ れ 、 ゴ ム 板 ４ ２ １ ２ Ａ に よ り 第 ３ 継 手 ４ ０ を 弾 性 的 に 支 持
し 、 ゴ ム 板 ４ ２ １ ２ Ａ に よ り 衝 撃 を 緩 和 す る よ う に し て い る 。
こ の よ う な 台 車 ４ ２ Ｃ を 台 車 ４ ２ に 代 え て 用 い て も 、 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造 １ ２ で は 前 記
と 同 様 な 効 果 が 奏 さ れ る 。
な お 、 前 記 の 台 車 の 説 明 で は 、 弾 性 材 と し て 皿 ば ね ４ ２ １ ２ や ゴ ム 板 ４ ２ １ ２ Ａ を 用 い た
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 弾 性 材 と し て コ イ ル ス プ リ ン グ な ど の 他 の 弾 性 材 を 用 い て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 上 下 方 向 に 配 管 ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 場 合 に 配 置
で き 、 ま た 、 下 部 構 造 と 上 部 構 造 と の 相 対 変 位 に 追 従 し て 円 滑 に 変 形 で き る 安 価 な 免 震 構
造 物 用 配 管 構 造 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 配 管 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 台 車 の 第 １ 実 施 例 の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 台 車 の 第 ２ 実 施 例 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 台 車 の 第 ３ 実 施 例 の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 台 車 の 第 ４ 実 施 例 の 正 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ２ 　 免 震 構 造 物 用 配 管 構 造
２ ２ 　 下 部 構 造 側 配 管
２ ４ 　 上 部 構 造 側 配 管
３ ２ 　 第 １ 継 手
３ ４ 　 第 ２ 継 手
３ ６ 　 第 １ 管 体
３ ８ 　 第 ２ 管 体
４ ０ 　 第 ３ 継 手
４ ２ 　 台 車
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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